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未成年者の飲酒防止に関する表示基準を定める件の一部改正について 

 

当分科会は、酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律第 86 条の８の規定に

基づき、平成 27 年６月１日付課酒５－18 をもって国税庁長官から国税審議会に

諮問のあった「未成年者の飲酒防止に関する表示基準を定める件の一部改正」

について審議した結果、別紙のとおり改正することが適当であるとの結論に至

ったので報告する。 
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別紙 

 

未成年者の飲酒防止に関する表示基準を定める件（平成元年国税庁告示第九号） 新旧対照表 

 

（注）アンダーラインを付した部分は改正部分である。 

改  正  案 現     行 

未成年者の飲酒防止に関する表示基準 

 

１ （省略） 

 

２ 前項に規定する表示は、容器等の見やすい所に明りょ

うに表示するものとし、表示に使用する文字は、６ポイ

ント（日本工業規格Ｚ八三〇五（一九六二）に規定する

ポイントをいう。以下同じ。）の活字以上の大きさの統

一のとれた日本文字とする。ただし、容量 360 ㎖以下の

容器にあっては、5.5 ポイントの活字以上の大きさとし

て差し支えない。 

 

３～８ （省略） 

 

未成年者の飲酒防止に関する表示基準 

 

１ （同左） 

 

２ 前項に規定する表示は、容器等の見やすい所に明りょ

うに表示するものとし、表示に使用する文字は、６ポイ

ントの活字以上の大きさの統一のとれた日本文字とす

る。ただし、容量 360 ㎖以下の容器にあっては、5.5 ポ

イントの活字以上の大きさとして差し支えない。 

 

 

 

３～８ （同左） 

 

 


